
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年１月２２日(日) 
午前の部 １ １：００～１２：３０ 

午後の部 １４：00～１５：30 

主催： 瀬戸カルバリーチャペル ・ Seto Life Art Studio  後援：名古屋芸術大学 

 

キッズ英語教室 
■水曜・月３回 ■対象：小学生 

■時間  ５時～５時半 クラス００ 

５時１５分～４５分 クラス１５ 
 

■費用：月 １５００円 

■講師：村上歩美 

 

モンテッソーリ教室 
■火曜・月二回  

■時間：１０～１１時半 
■対象：１歳半～３歳０ヶ月 
■費用：１回 ２０００円 

■講師：堀切咲貴・倉知めぐみ 
（少人数制・随時募集中） 

 

初心者ウクレレ教室 
■水曜・月二回（グループレッスン） 

■時間：１０時半～１１時半 

■対象：どなたでも 
 （子どものプレイエリアあり） 

 

■費用：１回 ５００円 

■講師：倉知契 

 

瀬戸カルバリーチャペル × Seto LIFE ART Studio 
 

489-0909 愛知県瀬戸市みずの坂 5-64   0561-48-8899  kei.kurachi@gmail.com 
日曜礼拝 朝 11時//木曜祈祷会 朝 10時半// 礼拝（ミサ）を YouTubeからご覧いただけます。 

ライフ・アート・スタジオの多彩で低料金な教室。 お申込みは今すぐ ０５６１－４８－８８９９ 
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松井信子 チェロ 
 

幼少期からピアノを習う。チェロに憧れはじめ
たのは、子育て真っ盛りの 30 代。もちろん
間近で聴いたことも、触れたこともないまま、
まっさらの状態で５０歳から習い始める。今
では嫌だったピアノの練習さえ好きになるほ
ど、音楽が切り離せないよう 
になっています。 
 

滋賀県最高峰・伊吹山の 
中腹に建つログハウス、 

「ロッジ山」を経営。 

小宮山美砂子 ヴァイオリン 
 

４歳からヴィオリンを始め、才能教育研究
会(スズキメソード)東海支部の長谷川敏子
氏に１５年間師事。３０年の長いお休みを
経て再開。現在、瀬戸市民オーケストラ、
ムジカスコーレにて演奏活動中。昨年ヴァイ
オリン・ラボを瀬戸ライフアートスタジオと共
同で開催。荒川芳子氏に師事、川浪裕
史氏主宰 UB ラボにてアレクサンダーテクニ
ークも勉強中。 

小山勇児 ヴァイオリン 
 

第３２回全日本ジュニアクラシック音楽
コンクール弦楽器部門大学生の部第１
位。第１１回ベーテン音楽コンクール第
２位。第１１回全日本芸術コンクール
第２位並びに審査員賞受賞。桐朋学
園音楽部門成績優秀者によるコンサ
ートに選抜。第４０回霧島国際音楽
祭修了。桐朋学園大学院大学卒
業。２０２２年、オフコース・クラシックコン
サート、セカイシンフォニー初音ミクコンサ
ート、２０２３年１月３日NHKニューイヤ
ーオペラコンサートに出演。今年、瀬戸
市に拠点をおいて音楽活動を開始。 

川添由梨香 ピアノ 

愛知県立芸術大学卒業後ドイツ・ニュルン
ベルグ音楽大学大学院を最優秀賞の成績
で卒業。フランスリモージュにて瀬戸市姉妹
都市コンサートに出演。これまでに愛知、横
浜、軽井沢で演奏、サロンコンサートを主
催。名古屋フィルハーモニー交響楽団やフィ
ルハーモニカー・ウィーン・名古屋と共演。現
在は瀬戸ピアノアカデミアの講師。聖霊中学
高校オーケストラ部、名古屋フィルハーモニ
ー交響楽団などオーケストラとの共演あり。
ソロコンサート開催にも力を入れている。 

みうらまい うた 

歌をつくり、うたいます。アカペラが好き。
たまにピアノ、ウクレレを弾いたり、バウロ
ンを叩いたり。アイリッシュ、フォーク、ブル
ース、アンデス、フィッシャーマンズソング
や労働歌も好んでうたいます。海翔高
校の防災ソングを高校生たちと作った
り、全国体育同志会のテーマソング作っ
たり、愛知万博、上海万博アイルランド
館で歌ったりしました。CD ミニアルバム
『こえ』『うた』発売中！ 
 

 

まほろば 遊 元宝塚歌劇団 

シンガーソングライター・ラジオパーソ

ナリティ・朗読講師・ボイストレーナー＆

ボーカル講師 
 

「心を伝える歌で幸せなひとときをつくりたい」
をモットーに歌手として企業イベントやライブ、
ホテルディナーショーに出演。これまでに５枚の
CD をリリース。他、学校講演、病院・老人ホ
ーム演奏、東日本大震災復興支援ライブな
ど社会貢献活動にも積極的に取り組む。２０
１８年からは広島の原爆で被爆したピアノに
歌を作り、小中学校などで平和の大切さを
伝える講演、演奏会を行っている。 

 

矢川光則 ピアノ調律・全国巡回 
 

広島生まれ。大手ピアノメーカーを経て、 
生まれ育った広島で、ヤガワ楽器調律セン
ターを開業（１９９３年）。ピアノ工房建設を
機に古いピアノの再生を行い福祉施設等
への寄与をする奉仕活動を始める。「被爆
（ひろしま原爆）ピアノ」と出会い、２００１年
より平和記念公園でコンサートを始め、現
在は全国で「被爆ピアノ・平和コンサート」
を行う。２００３年広島市民表彰（市民賞）
受賞。著書 「海をわたる被爆ピアノ」（講
談社） 

やがわ みつのり 

大谷愛子 オーボエ 

 

中学のオーケストラ部でオーボエを始め
る。トヨタ青少年オーケストラキャンプ
で、故吉水洋氏、石橋雅一氏に師
事。信州大学卒業後、病院勤務の
傍ら地元のオーケストラでの活動に加
え、教会ではテゼの黙想と祈りの集い
にてオーボエを担当する。昨年、当チャ
ペルにて平和を願う音楽ミサを開催。 
 

村上歩美 ファゴット 

 

長崎の田舎で６歳よりピアノ、１２歳よりファ
ゴットを始め、高校生の頃に種口敬明氏、
現在は大津敦氏に師事。九州工業大学
交響楽団、九州・愛知で５団体のオーケス
トラを経て、現在は県内の複数団体に所
属。本業は技術翻訳者。当教会の子供向
け英語教室講師も務める。昨年、当チャペ
ルにて平和を願う音楽ミサ開催。 
 

 

開催の目的 

 

あの日、あの時、あの場所に居たピアノ。被爆したピアノ。その楽器の奏でる音を 

ただ全身で感じて頂けたら幸いです。そして平和を願い、心合わせて祈ります。 
 

今回の主役は「被爆ピアノ」ですので、コンサート中、出演者の紹介をいたしません。 

プロフィールをご覧ください。あえてプログラム（演奏順）も載せておりません。ご了承ください。 

倉知契 ピアノ・司会 
 

瀬戸カルバリーチャペル牧師・Seto Life 
Art Studio 代表。音楽を愛し、作詞
作曲を手がけ、オリジナル曲「River」を
含む CD を、ヴァイオリン小山勇児と制
作。様々な音楽コンサートやイベントを
企画し、地域社会に貢献したいと願っ
ている。出演者の皆様とは、この数年
のうち不思議な出逢いでつながらせて
頂き、今回のコンサートを開催する事と
なる。 

ご挨拶 
 

『平和をつくり出す人たちは、さいわいである。』 
 

この聖書のことばに押し出されるようにして、平和コンサートを企画いたしまし

た。矢川光則さんをはじめ、出演者の皆様のご尽力に、心からお礼申し上げます。

また、被爆ピアノに想いを寄せて、ご参加くださったお一人ひとりに、深く感謝いた

します。ありがとうございました。 

 

冒頭のことばを思い巡らせています。私たち誰もが、平和を願い、祈る心をもって

いますが、平和を「つくり出す」とはどのような意味でしょうか。そこには、何らかの決

断やアクション、不断の努力さえ求められています。国内では防衛力強化・増税な

どが報道されていますが、真に私たちが向かうべき道へと導いてくれるのは、人の

思いではなく、この「被爆ピアノの奏でる音色」ではないでしょうか。あの日、あの

時、被爆して、焼け残ったピアノが、どんな「メッセージ」を届けてくれるのか、今日

はじっくりと心の耳を澄ませたいと思います。 
 

２０２３年１月２２日（日） 

瀬戸カルバリーチャペル 牧師 

Seto Life Art Studio 代表  倉知契 

 

 

 


